
　３年生の皆さん，夏休みの現場実習お疲れ様でした。終えてきた生徒たちからは，「自分の新
たな課題が見つかった。」，「充実していて，気がつけば実習最終日だった。」（学校より楽し
かったのかな？），「次は入社試験に向けて頑張りたい。」など，様々な声を聞くことができま
した。自ら選び，前向きに努力した結果，学校では学べない多くのことを経験してきたのだろう
と感じています。実習前の準備や事後学習等，ほぼ休むときはなかったと思いますが，この経験
から，さらに成長した姿を見せてくれるのではないかと期待しています。そして，卒業後の長い
人生にとって良い糧となることを願っています。また，保護者の皆様におかれましても，家庭で
の生活指導や日誌の記入等，大変お世話になりました。ありがとうございました。
　以下は，大まかなパターンですので，詳しいことは担任の先生とよく相談してください。

◆内々定をもらった場合。　　　　　　→　 １月以降に出してもらう求人票に向けて準備を進める。

◆就職試験がある場合。　　　　　　  →　 履歴書の作成や面接練習を行う。

◆就職先としてつながらなかった場合。→　  新しい実習に向けて，仕事内容を練習する。

◆福祉サービスを利用したい場合。　　→　 １０月に申請を行う。（進路便りＮＯ.6で説明）

就職に向けての基礎知識と準備について
　「内定」や「内々定」を
もらったからといって，必
ずしも安心というわけでは
ありません。立派な「働く
人」（社会人）になるため
に，普段の家庭・学校生活
を大切にしましょう。今で
きてないことは，卒業後も
できません。そのことで，
卒業後自分が困ることにな
ります。
　「学生」と「社会人」で
は責任の重さが違います。
失敗はすべて自分の身に降
りかかります。お金をもら
うということは，とても大
変なことです。

令和元年９月17日

　　進路便り No.7
徳島県立みなと高等学園

進路指導課

3年生夏休み現場実習

実習の振り返りを必ず行い，目標を持って生活しましょう。

１・２年生の皆さん！

すぐに３年生はやってきますよ。

今から準備を！！


